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（1）　ケーススタディーの意図
　本ケース対象企業のトランス（重慶）は，日本の産業の柱といわれる自動車産業の大手部品
メーカー，トランス社の中国子会社である。トランス社の 2011年度の売上高は約 2,000億円で，
日本の上場企業 4000社の中でも，上位 500社に入っている。さらに，自動車メーカーの海外進
出ブームの追い風に乗って，早期からグローバルネットワークを構築していた。このように，会
社が中国へ進出して 18年が経ち，中国の経済成長に伴い，自らの成長も遂げてきた。しかし，
この成長が継続するとは限らない。近年，中国の人件費は著しく上昇し，中国は世界の工場から
世界の市場に転換しつつある。中国市場における企業戦略はどのような変化が必要なのか。また，
すでにさらに人件費の低い新興国に進出した企業やこれから進出を図る企業にとって，中国で起
こった問題は，再び新しい進出先でも起こるかも知れない問題である。
　今後，海外進出を図る日本企業にとって，人材戦略・人事施策を含め，どのような海外進出戦
略・グローバル化戦略の策定と実行が求められるのかを考えていきたい。
（2）　想定される設問
　①　2011年まで，トランス（重慶）はどのような人的資源管理施策をとってきたのか。それ
はトランス（重慶）の成長にどのような影響を与えたのか。
　②　トランス（重慶）の 3人の社長はそれぞれ違うマネジメントをしているが，それを踏まえ
て，海外現地法人の日本人トップに必要な資質や態度はなにか。また，どのようなリーダー
シップを発揮すべきかを討論しなさい。
　③　もし，あなたがトランス（重慶）の次期社長に任命されたとしたら，会社の人事施策をど
のように改善するか。
　④　今の中国の厳しい市場環境に置かれた日本企業は，どのような人材戦略が必要なのか。ま
た，中国以外の新興国では，類似の状況は発生すると考えられるか。進出先での外部環境変
化に柔軟に対応できる組織とはいったいどのようなものなのかを討論しなさい。
　⑤　トランス（重慶）の内部環境と外部環境を分析しなさい。分析の結果に基づき，これから
の中国市場における競争戦略を提案しなさい。
（3）　ディスカッションポイント
　①　日本型人的資源管理（HRM）の特徴。その特徴を中国および他の新興国に適用する際の
留意点について議論する。
　②　日本人駐在員の給料や手当は高く，現地スタッフの何倍もある。その駐在員のコスト・パ
フォーマンスに対する現地スタッフの目も厳しくなる。このような現状を踏まえて，現地子
会社社長を含めた海外派遣者に求められる資質と必要な処遇について議論する。
　③　日本型人材フローと米国型人材フローの違いを参考に，中国の人材フローを分析したうえ
で，文化や外部労働市場の違う新興国でどのように人材を育成するべきかについて議論する。
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　④　Miles and Snowの戦略に基づく HRM戦略の分類を参考に，現在のトランス（重慶）の状
況を踏まえ，企業戦略に応じた HRMタイプについて議論する。
　⑤　SWOT分析やマイケル・ポーターのファイブフォース分析を用いて，中国自動車市場に
おける戦略，特に，内部環境，これからの買い手である中国自動車メーカー，競合他社など
の状況を考慮し，日系部品メーカーが中国市場を勝ち抜くための戦略を議論する。
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